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１．はじめに
　2001年第54回WHO総会において、WHO国際障害
分類（ICIDH）の改訂版として、国際生活機能分類
（ICF）が採択された。ICFの最も大きな特徴は「環
境因子（environmental factors）」の分類が加えられた
点である。この「環境因子」とは人々が生活し、人
生を送っている物理的な環境や社会的環境、人々の
社会的な態度による環境を構成する因子のことであ 

る１）。地域の人々の無理解は、偏見や差別、権利侵
害という社会的な態度につながる恐れも考えられる。
しかし、理解することができれば、良好な社会的態度
につながると考えられる。
　2002年12月に閣議決定された障害者基本計画の基本
的な方針の中で「21世紀に我が国が目指すべき社会
は、障害の有無にかかわらず、国民誰もが相互に人格
と個性を尊重し支え合う共生社会とする必要がある」
とある。そして、「共生社会においては、障害のある
人は、社会の対等な構成員として人権を尊重され、自
己選択と自己決定の下に社会のあらゆる活動に参加、
参画するとともに、社会の一員としてその責任を分担
する」とある２）。「共生社会」の実現には障害のあ

る人や障害に対する理解が必要不可欠である。しか
し、平成19年に実施した内閣府の「障害者に関する世
論調査」において、「障害のある人に対して、障害を
理由とする差別や偏見があるか」について尋ねている
が、その結果、「少しはあると思う」と回答した人を
含め、「あると思う」と回答した人は82.9%を占めて
いる３）。
　障害者基本計画での「共生社会」の実現には、ICF

における「環境因子」の１つでもある地域住民が障
害及び障害のある人に関する理解を促進し、併せて、
障害のある人への配慮やナチュラルサポートが重要に
なってくると考えられる。
　そこで、平成18年度より筆者のゼミにおいて、障害
や障害のある人への理解を広める取り組み「美作福祉
部隊リカイヒロメタインジャー」として活動を行って
おり、この活動の向上を図ることをねらいとして、地
域住民の障害や障害のある人への意識を明らかにする
ことを目的とした。

２．障害や障害のある人への理解を広める活動
１）活動の経緯
　筆者のゼミ学生（３期生）の卒業研究「自閉症児を
持つ親が抱える「生活のしづらさ」－親の思いと地域
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住民の意識から－」４）をゼミの後輩（５期生）が読み
「学生としてできること」というテーマで議論した。
議論の結果、学生全員で取り組むことができ、地域住
民が受け入れやすく、容易に理解できること、マスコ
ミも活用できるものというような実践していく上で必
要なポイントが挙がり、結果として「劇」を用いて公
演していくことに決定した。そして地域の人々に障害
のある人や障害に対する理解を広げることを目的とし
て、「美作福祉部隊リカイヒロメタインジャー」（以
降「リカヒロ」）として啓発活動を行うこととなった。
２）活動内容
（１）学習
　学生が個々やグループで、障害や障害のある人に
ついて調べ、発表するという形で行った勉強会や、直
接障害のある人やその家族と出会えるボランティア活
動、学外で行われている講演会等を通して学習を重ね
た。また、当事者の気持ちを直接聞く機会を設け、当
事者の置かれている現状や気持ちを伺った。このよう
な学習を通して学生の知識だけでなく、想いも育み、
活動の内容を充実させていった。
（２）公演内容
①オープニング
　既存の歌謡曲の歌詞をアレンジして「リカヒロ」の
テーマソング「えぇがん」の中で、活動のモットーで
ある「障害があってもえぇがん」という想いを歌や踊
りを通して表現する。
②劇「えぇがん」
　主人公が地域で生活する中で出会う「不思議な
人々」との関わりを通して、天使が主人公に対してレ
クチャーを行う形で障害やICFについてわかりやすく
説明する。その後、悪魔が登場し、「気持ち悪い、怖
い」等の納得できなかった部分を指摘するが、それら
に対して天使が一つひとつ応えていき、主人公が障害
について少しずつ理解していくという内容。
　なお、参加者が主人公の立場を実感できるように
参加者の年代や立場を考慮し、身近な場面で障害のあ
る人と出会う設定等の工夫したシナリオを作成してい
る。例えば高齢者や中高年向けのシナリオでは、主婦

である主人公がスーパーで障害のある人と出会い、高
校生や大学生向けのシナリオでは学生である主人公が
登校途中や学校で障害のある人と出会いストーリーが
展開していく。
③「知的障害のある人」疑似体験
その１：じゃけじゃけ共和国に入国してみよう!

　参加者の一人にゲストとして参加してもらい、
「じゃけじゃけ（岡山県の方言）」としか喋らない人
との関わりを通して、言葉や意思が「伝わらない」こ
との大変さを体験する。そして、知的障害や自閉症の
人と関わる時に大切なポイントとコミュニケーション
方法について理解できるよう説明する。

写真 1：劇「えぇがん」の場面

その２：ペットボトルをのぞいてみよう!

　加工したペットボトルを用いて、自閉症の障害特性
であるシングルフォーカスを体験し、ゲームやわかり
やすい例えを用いて、理解してもらうことを目的とし
ている。

写真 2：「ペットボトルをのぞいてみよう」の場面
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その３：折り紙を折ってみよう!

　知的障害のある人の中には、手先の細かい動きが苦
手な人もおり、それを軍手を二重にはめて折鶴を折る
という体験を通して理解すると共に、「けなす」「褒
める」という声かけを行うことによって、支援される
側の心理状況も体感する。
　以上の①～③の内容を約90分間で行う。③の疑似体
験は先駆的な活動を行っている二つの団体５）６）での
実践を参考にし、工夫を加えた。②劇「えぇがん」に
ついては「リカヒロ」オリジナルである。
 

写真 3：「軍手で折り紙を折ってみよう」の場面

（３）広報活動
　本活動は基本的に依頼を受け、公演を行っているた
め、地域住民に広く知ってもらうことからが活動であ
る。広報ポスターを作成し、公共施設等への掲示、福
祉フォーラム等での配布を行った。また、公演の様子
を新聞やインターネット、テレビのニュースで取り上
げてもらうこともあった。これらの広報活動により、
多くの依頼を受けることができた。また、ロゴ入りの
オリジナルTシャツも多くの人々の印象に残り、人伝
えでの広報に効果があった。

写真 4：広報ポスター（A4両面印刷）

写真5：（左）学生向けの広報ポスター　
　　　  （右）Tシャツ

（４）フィードバック
　公演内容に関する感想等を記入するアンケートを
行い、フィードバックに活かしている。主なアンケー
トの結果は、高齢者は「若い人たちが必死に伝えてい
る様子を見て感動した」という意見が多くあり、高
校生は、「障害のある人も私たちと同じ」等が多く
あった。専門職は「新たな事に気づかされる公演だっ
た」、当事者の親は、「学生の活動をみて将来への期
待が持てた」という意見が多くあった。全体的に「自
分自身が持っていた偏見に気づいた」という意見が目
立った。
　これらのアンケート結果や公演中の参加者の反応、
準備や練習過程を踏まえた学生個々の反省を挙げ、公
演ごとにフィードバックを行っている。このフィード
バックは、本活動の向上や公演ごとに伝えるべき、理
解してもらうべき点を全員で再確認するだけでなく、
学生の活動意欲を増進する場ともなっている。
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（５）活動歴
　主な公演活動は、市社会福祉協議会主催の地域住
民向け研修会、ふれあいサロン、高等学校の総合学
習、養護学校等のPTA研修会、手をつなぐ育成会のブ
ロック大会、民生委員の研修会、福祉関係のフォーラ
ム、小学校等で行い、2007年１月から2008年12月末ま
で公演回数27回、2000名以上の人々に伝えてきた（表
１）。

表 1　主な公演活動
年月日 場所等

2007.２.27 ふれあいサロン
2007.６.25 養護学校PTA研修会
2007.６.27 市社会福祉協議会
2007.９.９ 手をつなぐ育成会近畿ブロック大会
2007.10.13 ヘルパースキルアップ講座
2007.11.14 高校２年生　総合学習
2007.11.25 福祉フォーラム
2008.３.29 民生委員研修会
2008.６.21 小学校PTA人権研修会（児童・保護者）
2008.８.20 高校２年生　出前講座
2008.10.22 高校２年生　総合学習
2008.1029 町社会福祉協議会
2008.10.30 小学校PTA人権研修会（児童・保護者）
2008.11.３ ダウン症親の会
2008.11.16 児童通園施設保護者会
2008.12.７ 子ども会　クリスマス会
2008.12.21 子ども会　クリスマス会（２ヵ所）

３．方法
１）調査対象及び調査内容
　地域住民の障害や障害のある人への意識について
明らかにするために、岡山県内の一般成人及び高校
生、大学生を対象として、2008年４月５月に配票によ
る無記名自記式質問紙法による調査を行った。55.7%

（1097人）の回収率のうち、回答漏れ等を分析から
削除し、有効回答数が1085人、有効回答率を55%とし
た。
２）調査内容
　「基本属性」及び、「障害のある人と関わった経験
と関係」、「障害のある人や障害のある人への福祉に
対する印象、理解、意識について」、「障害の要因に
ついて」、「障害や障害のある人の情報源」、「障害
について得たい情報について」等14項目。

４．結果
１）基本属性
　性別は、男性305人、女性774人、平均年齢37歳で
あった。
２）障害のある人との関わりについて
　「障害のある人と関わったことがあるか」という問
に対して、「はい」と答えた人が77.3%（839人）、
「いいえ」と答えた人が22 .5%（244人）であり、
「無回答」が0 .3%（３人）であった。この質問で
「はい」と答えた人のうち、「障害のある人との関
わりが多いと思うか」という問に対して「はい」が
31.6%（265人）が「いいえ」が67.6%（567人）であ
り、「身近に障害のある人がいるか」という質問で
は、「はい」が45.7%（496人）、「いいえ」が52.6%

（571人）であった。そして、「身近にいる障害のあ
る人との関係」については、「同じ町内に住んでいる
人」、「友人・知人」、「両親」の順に多かった（図
１）。
　さらに、「障害のある人との関わりが多いと思う
か」という問に対し、身近な障害のある人が「同じ町
内に住んでいる人」、「友人・知人」、「学生時代の
同級生」と答えた人は、「両親」、「兄弟姉妹」、
「おじ・おば」と答えた人より「関わりが少ない」と
感じている（図２）。
３） 障害のある人や障害のある人への福祉に対する印

象、理解、意識について
　「障害や障害のある人に対して理解できていると思
うか」という問に対して、「とても理解できていると
思う」が４%、「理解できていると思う」が69%、で
あり、７割以上の人が障害や障害のある人に対して
「理解できていると思う」と考えていることがわかっ
た。
　障害のある人に対する印象については、身体障害・
知的障害・精神障害と障害種別ごとに質問した。な
お、この調査結果については自由記述であったため、
結果は調査者でまとめた（図３）。
（１）身体障害に対する印象
　身体障害では、「大変そう」が164人と最も多く、
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図 1　関わったことがある障害者との関係
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図 3　身体障害者・知的障害者・精神障害者に対する印象
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次いで「援助・応援したい」が107人であった。その
他として、「健常者中心の街づくりのなかでの生活
は苦労があるだろうなと思う」、「人事ではないと思
う」等があった。上位の具体的内容は、『大変そう』
では「日常生活が大変そう」、「バリアフリーでない
所はとっても大変そう」、『援助・応援したい』では
「助けてあげられることは手伝ってあげたい」、「頑
張って生きている、応援したくなる」等であった。
（２）知的障害に対する印象
　知的障害では、「関わり方が難しい」が74人で最も
多く、次いで「かわいそう・辛そう・気の毒」が66人
であった。その他として「喜怒哀楽が激しい」、「大
きな声を出す」等があった。上位の具体的内容は、
『関わり方が難しい』では「コミュニケーションがと
りにくい」、「どう接してよいのか分からない」等、
『かわいそう・辛そう・気の毒』では、「他の子と一
緒にできないのがかわいそうだしつらい」、「自分の
意志で障害を背負っているわけではないので気の毒に
思う」等であった。
（３）精神障害に対する印象
　精神障害では、「怖い」が99人と最も多く、次い
で「具体的な症状」が75人、「分からない」が70人で
あった。その他として「今のこの世の中にも問題が
あると思う」、「環境が招いた不幸」等があった。上
位の具体的内容は、『怖い』では「家から出ないで欲
しい」、「人を殺しそうで怖い」、「何を考えている
か、どんな行動をとるのか分からないので怖い」等、
『具体的な症状』では「感情のコントロールが難し
い」、「うつ病」、「ストレスがたまっている」、
「心の病をもっている」、「統合失調症」、「引きこ
もり」、「気分や精神面が不安定」等であった。
（４）福祉施設や福祉サービスに対する住民意識
　「居住している地域への福祉施設や福祉サービス
の事業所が建設されることについてどう思うか」とい
う質問に対して、「児童関係」、「高齢者関係」、
「身体障害者関係」の福祉施設や福祉サービスに関し
ては、「反対」が５%前後であるが、「知的障害者関
係」は15%、「精神障害者関係」においては、27%と

いう結果であり、他の施設に比べ反対意見が多かった
（図４）。
　また、「身体障害関係」に「賛成」と回答した人の
身体障害のある人に対する印象は「大変そう」、「援
助・応援したい」、「かわいそう・辛そう・気の毒」
のような肯定的な意見が多くあった。しかし、「精神
障害関係」に「反対」と回答した人の精神障害のある
人に対する印象は「怖い」、「犯罪を起こしそう」、
「異常行動をしそう」、「関わりたくない」、「近づ
きたくない」という意見が多くあった。
４）障害の要因について
　「障害が起こる要因について何が考えられるか」
という質問に対して、身体障害、知的障害ともに、
「生まれつき」、「事故」、「病気」、「遺伝」、等
の回答が多かった。その他の回答として、身体障害で
は、「全て霊的なものだと思う」、「先祖のバチ」、
「運命」、知的障害では、「医学的なことではないか
と思う」、「親が原因」等があった。精神障害に関し
ては、「ストレス」、「ショック」、「生活環境」
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が多数あった。 その他の回答として、「親の普段の
行い」、「遺伝や世の中の状況も大きく影響している
と思う」、「本人の責任のないもの」等という意見が
あった。
５）障害や障害のある人に関する情報源
　「障害や障害のある人に関する情報はどこから得
ているか」との質問に対して、「ドキュメンタリー番
組」、「テレビニュース」、「ドラマ・映画」等メ
ディアからの情報が多かった（図５）。
６）障害や障害のある人に関する得たい情報について
　「障害や障害のある人について知りたいことはある
か」という質問に対して、64.5%（700人）が「知り
たい」と答えている。知りたい情報としては、「障害
特性」「障害のある人の気持ち」「関わり方」等の
障害のある人と直接関わる際に必要な内容が多くあっ
た。
　「障害のある人と関わった経験が無い人」の得た
い情報としては「障害特性」、「障害の発生原因」、

「関わり方」等であった。そして、「障害のある人と
関わった経験のある人」では、「関わった経験が無い
人」のものに加え、「障害のある人の気持ち」、「障
害のある人の家族の気持ち」等の情報を得たいと感じ
ている人が多かった（図６）。

５．考察
　今回の調査から地域住民の障害や障害のある人への
意識には、いくつかの特徴があることが明らかになっ
た。
１）障害のある人との関わりの影響
　障害のある人との関わりの状況が障害や障害のある
人に対する意識を左右しやすいと考えられる。「関わ
りが多い」と思っている人は「両親」や「兄弟姉妹」
等の家族や親戚に障害のある人がいた場合にはよく関
わっている印象があるようであるが、「友人・知人」
や「同じ町内」等のように、身近に障害のある人は多
くいるが、実際に関わる頻度は少ないと考えられる。

図 5　障害や障害のある人に関する情報源
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しかし、障害のある人と関わったことがある人は、関
わったことのない人に比べ、障害や障害のある人に対
して多くの情報を得たい、より理解を深めたいと感じ
ている。実際に関わる経験が障害のある人に対して前
向きに関っていこうとする原動力になっていると考え
られる。
２）障害の種別による印象の差異による影響
　精神障害や知的障害者では「怖い」、「関わりた
くない」、「理解できない」、「犯罪や異常行動を起
こしそう」との印象があがったが、身体障害に対して
は、全くなかった。また、身体障害に対しては「大変
そう」164人、「援助したい・応援したい」104人で
あったが、知的障害者はそれぞれ42人、41人、精神障
害は24人、24人という結果であった。こうした結果か
ら、障害の種別によって印象が大きく異なっているこ
とが明らかになった。そして、この結果は、福祉施設
や福祉サービスに対する住民意識にも大きく影響して
いることが明らかになった。精神障害者関係や知的障
害者関係の福祉施設建設に対する反対意見は身体障害
者関係に比べそれぞれ4.5倍、2.5倍にも及んだ。障害
のある人に対する印象が障害のある人の地域生活の幅
を左右する一つの要因であると考えられる。
３）障害や障害のある人に関する情報について
　地域住民の障害に関する主な情報源は気軽に見るこ
とができる「ドキュメンタリー番組」「テレビニュー
ス」、「ドラマ・映画」等のテレビ等のメディアが最
も多いことが明らかになった。障害のある人と日常的
に関わる機会が少ないかもしれないが、関わることよ
りもテレビから気軽に情報を得るということが最も身
近な情報源である。そのため、昨今のテレビ報道や取
材方法等で行き過ぎた行動が多く指摘されているが、
情報の供給源であるマスコミの障害や障害のある人へ
の理解や権利に対する意識が重要になってくると考え
られる。

６．まとめ及び今後の課題
　障害や障害のある人への理解を広める取り組みの向
上につなげていくために、これまでの活動及び今回の

調査研究から以下の現状、課題が明らかになった。
１）参加者の年齢層や立場に応じた内容の提供
　これまで依頼があり、公演を行ってきた対象の年
齢は小学１年生から80歳代の高齢者まで幅が広い。ま
た、学生や小学生の親、ボランティアや福祉施設で働
いている人、障害児の親等立場も様々である。こうし
た参加者の状況に応じてシナリオや表現方法の工夫が
必要である。
２）学習やフィードバックの充実
　８名のゼミ活動で始まった取り組みであるが、現
在では１年生から４年生まで約40名の学生が「リカヒ
ロ」の隊員として活動している。そのため学生自身の
障害や障害のある人に対する理解をより深めていく必
要がある。公演依頼が多く、公演の準備や練習に時間
をとられているのが現状であるが、今後はこれまでよ
り積極的に学習を深めていく必要がある。また、今回
の調査結果を活用して参加対象者像の理解についても
努め、より伝えるべきものや工夫する点を明らかにす
ることで、公演の内容の充実をはかっていきたい。
　さらに、学生から「表現方法」について学びたいと
の意見もある。「人に伝える」ことの難しさを感じて
いると共に、「もっと伝えたい」との思いがあるので
はないだろうか。こうした学生の思いに応え「表現」
について外部から講師を招いての学習も行っていきた
い。
３）障害の種別に特化した内容の工夫
　障害種別によって印象が大きく異なることが今回の
調査で明らかになった。精神障害や知的障害のある人
に対して「怖い」、「関わりたくない」、「理解でき
ない」等の印象があったが、特に精神障害では「人を
殺しそうで怖い」や「犯罪や異常行動を起こしそう」
との印象があがった。こうした偏見とも思える印象を
払拭するためにも、内容やシナリオの工夫が大切だと
考える。そのためには、学生自身が積極的に障害のあ
る人やその家族、周囲の支援者等多くの人々と関わ
り、問題意識をもって「リカヒロ」に取り組んでくれ
ることが重要である。今後も積極的なボランティア活
動や福祉従事者との関わり等を勧めていきたい。
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４）ニーズに応じた公演内容の工夫 

　この取り組みは当初「知的障害」や「自閉症」とい
う内容について公演を行ってきた。活動を続けるうち
に「発達障害」や「精神障害」の内容を希望する依頼
も来るようになった。また、小学生の場合「障害とい
う言葉を入れないで」という依頼もある。また、「援
助したい・応援したい」「理解・援助・周りの配慮が
必要」といった意見や、「関わり方」、「障害のある
人の気持ち」等の情報を得たいと思っていること等の
支援に対して積極的な意見があることが明らかになっ
た。こちらが「できるもの」だけではなく、地域住民
の「理解したい」という積極的なニーズに応じて内容
やシナリオを工夫していくことも重要である。
　公演活動が始まって約２年であるが、この活動を
通して様々な多くの人々と関わることができた。これ
は学生にとって大きな原動力となっている。この活動
に対する学生の意識の高さにも驚かされるばかりであ
る。今後は、これまで関わってきた学生の「想い」
を育み、それを継承させていくことが大きな課題であ
る。
　また、本活動を通し、障害のある人が地域でいきい
きと暮らしていくためには地域住民の理解が必要であ
ることを改めて実感させられた。公演がきっかけとな
り、地域住民が障害や障害のある人について考え、理
解が少しでも広がっていくことを願い今後も活動を展
開していきたいと思う。障害の有無に関わらず、人々
がいきいきと暮らすことの出来る地域になることを目
指し、今後も美作福祉部隊リカイヒロメタインジャー
は力強く活動を続けていきたい。
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